










ます。 特に、 学生同士の結び付きが強められ、卒業後も大きな親近感をも っ て連絡しあうほどの
緊密な人間関係が形成された寮生活の様子や、週末に学校から小遣いをもらって上海の街中に出
掛けるといった休日の過ごし方、学んだ学課とその内容などに関する記述は、東亜同文書院で学び、





とができ なくなっています。 しかし、 「東亜同文書院とわが生涯の 1 00年』は、安津氏による生の
証言が活字化されたものであり、いわば激動の 20世紀を生きた安津氏の、 100年におよぶライフ ヒ
ス ト リーの記録です。 本文は普通の語り 口で記されており、ま
た写真や図も多く取り入れられていますので、読みやすくなっ
ています。 したがいまして、東亜同文書院についての詳細な理







































「我が父本間喜一 と愛知大学 ・ 東亜同文書院大学を諮るーーゼロからの出発 愛大創成却］の秘話
一一一J は、オープン ・ リサーチ ・ セ ンタ ー整備事業の一環として、 2006年 1 2 月 7 日に本間喜一愛
知大学名誉学長の長女 ・ 殿同民子（あきこ）さんをお招きして 、 愛知大学で開催された公開研究
会の記録です。日本の敗戦と東亜同文書院大学の閉校、引き揚げ後の愛知大学の設立、そして愛
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交通大学の共同研究の成果として 2006年にまとめられた r資料選集』について、同書所収の資料
の価値の高さに言及されたものです。
「記念センタ一所蔵根津家資料目録（付、寄贈資料目録①）」は、ポスト・ドクターの武井義和
が2006年度に行った、愛知大学東亜同文書院大学記念センターが所蔵する資料の整理の成果を、
目録として発表したものです。資料呂諌の公開は今後も『同文書院記念報」誌上で継続する予定
となっています。
「平成 18年度東亜同文書院記念基金会記念賞・奨励賞の推薦文」は、記念賞を受賞したテレビ宮
崎への高瀬恒一氏（書院41 期生）の推薦文、奨励賞を受賞した成瀬さよ子氏への小崎昌業氏（書
院42期生）の推薦文が掲載されています。
テレビ宮崎は、 2006年に「新民先生一一ふりかえりみて悔いなき時なり一一」という題名の番
組を制作し放映したことが評価されました。この番組は全国放映ではなかったですが、東亜同文
書院出身の新名言志氏が戦争中、宮崎県の炭鉱に連行されていた中国人労働者を親身になってか
ばい、待遇改善に尽力したことを明らかにしています。
成瀬さよ子氏は、愛知大学図書館に司書として勤務する傍ら、長い時聞をかけて『東亜同文書
院関係目録』を作成したことが評価されました。この目録は明治時間から 2000年代までの 100余年
の聞に世に出された、東亜同文会・東亜同文書院関需の図書、研究論文類などを幅広く網羅した
もので、今後の東亜同文会・東亜同文書院研究に大きく役立つものと思われます。
（文責武井義和）
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